
長与町図書館 発行 ℡ 883-1799 FAX 883-7222 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館通信 
中高生版 2022 年 1 月号 №7 

２月 

新着図書 

１月 

 

図書館 

カレンダー 
 

 この印が休みの日です 

 

 

図書館の中はマスク着用でお願いします。 

開館時間 １０時～１８時 

日 月 火 水 木 金 土 

      １ 

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

９ 10 11 12 13 14 15 

16 17 18 19 20 21 22 

23 24 25 26 27 28 29 

30 31      

 

日 月 火 水 木 金 土 

  １ ２ ３ ４ ５ 

６ ７ ８ ９ 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28      

 

＜小説＞ 

『サマーゴースト』 
 

loundraw／原案  乙一／小説  

集英社 

＜小説＞ 

『推理教室 Q ナゾトキ

中学受験の秘密』 
 

岬 かつみ／著 のう／イラスト 

KADOKAWA 

＜小説＞ 

『マイブラザー』 
 

草野 たき／著 ポプラ社 

＜小説＞ 

『ガラスの顔』 
 

フランシス・ハーディング／著 

児玉 敦子／訳 東京創元社 

＜小説＞ 

『どんぐり喰い』 
 

エルス・ペルフロム／作 

野坂 悦子／訳 

福音館書店 

＜情報＞ 

『AIの時代を生きる』 
 

美馬 のゆり／著 岩波書店 

＜哲学＞ 

『本当の「心の強さ」って

なんだろう？』 
齋藤 孝／著 誠文堂新光社 

＜社会＞ 

『平等ってなんだろう？』 
 

齋藤 純一／著 平凡社 

＜学習＞ 

『マイテーマの探し方』 
 

片岡 則夫／著 筑摩書房 

＜一般・図書館＞ 

『100万回死んだねこ 

覚え違いタイトル集』 
 

福井県立図書館／編著 

講談社 

 

換気のため、窓を開けています。 

体を冷やさないよう、防寒着を 

多めに用意するなど、体温調節を 

しやすい服装でご来館ください。 

 

 

 １２月１５・16日に、長与第二中学校の生徒 2名が図

書館で職場体験をしました。 

 特集で使う本を探したり、学級文庫用に貸し出す本を

選書したりしました。 

 力仕事が多かったのですが、最後まで笑顔で 

頑張りました。 



 

 

 

はっさくさんの本棚 今月の特集コーナー 

『オール★アメリカン★ボーイズ』 
（ジェイソン・レノルズ／著 偕成社） 

 

万引き犯と間違われ、警官から暴力を受けた黒人少年

と、その警官を慕っていた白人少年の視点から、アメリカ

が抱える社会問題をえがいた物語です。周囲の少年少女

や大人たちも、それぞれの立場で迷いながら自分が思う

正義について模索します。 

＜児童書テーマ＞  「世界を知ろう 北半球編」 

＜一般書テーマ＞  「掘り出し物市」 

『トトロの住む家 増補改訂版』 
（宮崎 駿／著 和田 久士／写真 岩波書店） 

 

 ジブリの監督・宮崎駿氏が訪ねた、懐かしい感じがする家

を、写真やイラストを交えて紹介しています。どの家も、庭の

草木を愛する人が住んでいることが印象的です。 

 

「成人の日 若い人に贈る読書のすすめ」 特集 
をしています。 

 学校の図書室が舞台の『教室に並んだ背表紙』や、中村哲さ

ん、オードリー・タンさんなど話題の人の本もありますよ。 

 

 今月は「長与の子どもたちに読んでほしい 200冊の本」に選ばれ

た本を紹介するよ。 

ミックンのおじいちゃん 

はっさくさん 

 冬休みはどんな本を読んだかな？今年も、すてきな本との出会いがあるといいね。

お互い風邪をひかぬよう、元気に過ごそう！ 

『１分音読 「万葉集」』   （齋藤 孝／著 ダイヤモンド社） 

 「新しき 年の始の 初春の 今日降る雪の いや重け吉事」。今年一年、良い事

が重なりますようにという意味の、新年のあいさつです。他にも、言霊の力を借

りたいときの参考になる「万葉フレーズ」を集めています。 

 

 

『思い出のマーニー』   （ジョーン・G.ロビンソン／著 KADOKAWA） 

アンナが学校を休んで訪れた土地で見かけた湿地屋敷。そこに住む謎多き少女

マーニーと、アンナは秘密を共有します。マーニーと過ごすうちに、それまで他

人と距離をとっていたアンナの日常は、目まぐるしく変化します。 

 

 

『おとなになるってどんなこと？』   （吉本 ばなな／著 筑摩書房） 

 自身の病気や家族のことで、中学時代は毎日が憂うつだった吉本ばななさん。

ところがある日、自分が大人の考え方や行動をできたと思えた瞬間、胸のつかえ

がとれたように感じたそうです。他にも勉強や友達について 10 代のみなさんへ

ばななさんからのメッセージです。 


